　題材構造図「Ａ　材料と加工の技術」
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主体的に学習に取り組む態度








貫く課題





知識・技能





思考・判断・表現





題材　「ものづくりを通して，安全で便利な生活を実現させよう」（全１７時間）








②材料の性質，加工法


　木・金属・プラスチック材料や加工性の特性等の原理・法則と製造・成形方法の特徴等の基礎的な技術の仕組みを理解することができる。【耐久性】【機能性】【環境への負荷】【経済性】（１）ア














自らの問題解決とその過程を振り返って，よりよいものとなるよう他者と協働して粘り強く改善・修正しようとしている。





⑤設計・製図１


図の役割や等角図のかき方を知り，かき表すことができる技能を身に付けている。【耐久性】【機能性】【生産効率】（２）ア











進んで材料と加工の技術と関わり，主体的に理解し，技能を身に付けようとしている。





①身の回りの製品調べ


身の回りの製品の特徴を調べ，その工夫を読み取り，材料と加工の技術の見方・考え方に気付くことができる。【社会からの要求】【安全性】【耐久性】【機能性】【生産効率】【環境への負荷】【資源の有限性】【経済性】（１）イ











安全で便利な生活を実現させるために，どのような作品を設計・製作するとよいだろうか。





③問題発見と課題設定


　生活の中から材料と加工の技術に関わる問題を見いだし，課題を設定することができる。【社会からの要求】（２）イ














⑥設計・製図２


第三角法のかき方を知り，かき表すことができる技能を身に付けている。【耐久性】【機能性】【生産効率】（２）ア





自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策を構想しようとしている。





④構想の具体化


課題の解決策となる収納ラックの材料，大きさ，形状，構造などを使用場所や加工方法などの制約条件に基づいて構想し，設計や計画を具体化できる。【社会からの要求】【安全性】【耐久性】【機能性】（２）イ

















⑦材料取り１


さしがねの使用方法を理解し，基準面から垂直にけがくことができる技能を身に付けている。【生産効率】（２）ア





⑧材料取り２


切り代や削り代を一定の幅でけがくことができる技能を身に付けている。【生産効率】（２）ア











⑨切断１


　両刃のこぎりの構造と切断の方法を理解することができる。【安全性】（１）ア














⑩切断２


　材料の固定や作業動作，工具の特徴を生かした使用方法が大切であることを理解し，けがき線に沿って正確に切断できる技能を身に付けている。【安全性】【生産効率】（２）ア














⑪部品加工と検査・修正


　部品検査（寸法・直角度・平面度）を行い，切削するなど必要に応じた改善・修正できる。【安全性】【耐久性】【生産効率】（２）イ











⑫仮組み立てと接合


　組み立ての見通しをもち，完成までの正しい手順を理解している。【生産効率】（１）ア














⑬組み立て


　接合の種類に応じて適切な接合方法を理解し，順序を考えて組み立てることができる技能を身に付けている。【生産効率】【安全性】【耐久性】（２）ア














⑮完成・作品交流


　完成した作品が身の回りの整頓の課題を解決できるかを評価するとともに，設計や製作の過程に対する改善及び修正を考えることができる。【社会からの要求】【安全性】【耐久性】【機能性】【生産効率】


（２）イ








⑭表面の処理


　表面の処理の役割を理解し，目的に合った塗装ができる技能を身に付けている。【耐久性】（２）ア














よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，材料と加工の技術を工夫し創造していこうとしている。





⑰社会の発展と技術


　材料と加工に技術を評価し，適切な選択，管理・運用，改良，応用の仕方について提言できる。【社会からの要求】【安全性】【耐久性】【機能性】【生産効率】【環境への負荷】【資源の有限性】【経済性】（３）イ








⑯評価活用


　これまでの学習と，材料と加工の技術が安全な生活や社会の実現に果たす役割や影響を踏まえ，材料と加工の技術の概念を説明できる。【社会からの要求】【安全性】【耐久性】【機能性】【生産効率】【環境への負荷】【資源の有限性】【経済性】（３）ア








＜学習後の生徒の意識＞


・身の回りの製品には，様々な工夫や技術が生かされていることを理解し，材料と加工の基礎的な知識・技能を


身に付けることができた。


・安全で便利な生活を実現させるために，問題を見いだして，解決策を構想することができた。


・持続可能な社会の実現に向けて，県産材の有効利用や新しい技術の活用について考えることができた。








